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CML 1/1 京都第⼀⾚⼗字病院

レジメン名称 1サイクル(⽇) 薬品名 投与量 投与⽇ 備考
イマチニブ イマチニブ 1⽇1回 イマチニブとして400mgを⾷後に経⼝投与. ⾎液所⾒, 年齢・症状により適宜増減するが, 1⽇1回600mgまで増量できる 連⽇
イマチニブ イマチニブ 1⽇1回 イマチニブとして600mgを⾷後に経⼝投与. ⾎液所⾒, 年齢・症状により適宜増減するが, 1⽇800mg(400mgを1⽇2回)まで増量でき

る
連⽇

ニロチニブ タシグナ 成⼈：1⽇2回 ニロチニブとして1回400mgを⾷事の1時間以上前または⾷後2時間以降に12時間毎を⽬安に経⼝投与. ただし初発の慢性期
のCMLは1回300mg. 患者の状態により適宜減量
⼩児：1⽇2回 ニロチニブとして1回約230mg/m2を⾷事の1時間以上前⼜は⾷後2時間以降に12時間毎を⽬安に経⼝投与. 患者の状態により
適宜減量

連⽇

ダサチニブ スプリセル 1⽇1回 ダサチニブとして100mgを経⼝投与. 患者の状態により適宜増減. 1⽇1回140mgまで増量できる 連⽇
ダサチニブ スプリセル 1⽇2回 ダサチニブとして70mgを経⼝投与. 患者の状態により適宜増減. 1⽇1回90mgまで増量できる 連⽇
ボスチニブ ボシュリフ 1⽇1回 ボスチニブとして500mgを経⼝投与. 初発の慢性期のCMLの場合は1回400mgとする. 患者の状態により適宜増減. 1⽇1回600mgま

で増量できる
連⽇

ポナチニブ アイクルシグ 1⽇1回 ポナチニブとして45mgを1⽇1回経⼝投与. 患者の状態により適宜減量 連⽇
アシミニブ セムブリックス 1⽇1回  アイミニブとして1回80mgを空腹時に経⼝投与. 患者の状態により適宜減量 連⽇
ピルトブルチニブ ジャイパーカ 1⽇1回 ピルトブルチニブとして200mgを経⼝投与. 患者の状態により適宜減量. 連⽇


